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 ６月に入ってから軟調な動きが続いていますが円高と株安の流れはまだ続くのかそろそ

ろ反転するのか今週の動きは重要です。 

 今週は２３日に英国がＥＵから離脱するかどうかの国民投票があり、まさかの離脱なら

マーケットに激震が走るリスクもあります。 

ポンド以外のペアを取引している人も要注意です。 

 ユーロや円のペアも乱高下のリスクがあるためポジションは少なめに。 

 

＜ドル／円＞ 

 

ドル／円は１０３円台で下げ止まらなければ１０１円台が視野に入ってきそうです。 

先週は、日米そろって中央銀行が金融政策を発表しましたが政策的には円高要因が多く、

ドル／円の下値がどのあたりで固まってくるかに注目です。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

クロス円もドル／円が下落しているので安値更新の動きとなっています。 

先週末にかけて、多少は戻っていますがもう一度底を確かめに行く動きが出るかもしれな

いので、売買はタイミングを見極めないと危険。 

  

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、米国では住宅関連の指標や耐久財受注、ミシガン大学消費者信頼感指数などの

発表があります。 

欧州ではドイツとユーロ圏で ZEW 景気期待指数、製造業・サービス業 PMI、ドイツで

IFO景況感指数などが発表されます。 

 ほかには、オーストラリアとＲＢＡ議事録の発表などがあります。 


